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◆ 議題の趣旨 ◆◆ 議題の趣旨 ◆◆ 議題の趣旨 ◆◆ 議題の趣旨 ◆

温泉事業の経営健全化を図るため，一定の条件を付して谷地頭温泉を民間に

譲渡することについて協議を行いました。

◆ 協議の結果 ◆◆ 協議の結果 ◆◆ 協議の結果 ◆◆ 協議の結果 ◆

谷地頭温泉を民間に譲渡するという方針については，了承されました。

◆ おもな発言 ◆◆ おもな発言 ◆◆ おもな発言 ◆◆ おもな発言 ◆

■秋田企業局長

本日は谷地頭温泉の売却について諮りたい。詳細については温泉課長から説

明する。

■萬年温泉課長

温泉事業については，平成 18 年度決算から不良債務が生じており，これま

でも熱帯植物園の移管や人員の削減など順次対策を進めてきたところだが，依

然として厳しい財政状況にある。

市営谷地頭温泉については，近年民間温泉施設が増加し，年々入浴客数が減

少するなど，公営で運営する意義が薄れていることや，民間経営にすることに

よりより一層の利用者サービスの向上が見込まれることから，一定の譲渡条件

を付して売却することとしたい。

本日，売却する方針が決定した場合は，経済建設常任委員会に報告して案を

とりまとめ，9月市議会で議決を得たのち，本年度中に売却することとしたい。

■工藤市長

平成 21年の経済建設常任委員会では，どのような判断が示されたのか。
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■中林副市長

民営化してもかまわないが，公衆浴場は必要なので，慎重に行うようにとの

ことだった。

■工藤市長

温泉事業全体では赤字だが，谷地頭温泉単体での収支はどうなっているのか。

□中谷管理部次長

平成 12年の施設改修にかかる償還分を除けば，収支は黒字になっている。

■工藤市長

施設改修費の残額は，施設を売却する際に繰り上げ償還をするのか。

□中谷管理部次長

そういうことになる。

■工藤市長

売却にあたり，引き合いはあるのか。

■佐野上下水道部長

問い合わせはあったが，現時点で引き合いはない。

■中林副市長

複数の公衆浴場を経営している事業者もあり，そのような事業者であれば共

通の回数券を販売するなど，利用者サービスの向上による集客も期待できる。

市内唯一の自噴温泉でもあり，売却する方針が決定すればそれなりの引き合い

は期待できるのではないか。

■工藤市長

谷地頭温泉は，原案どおり売却することにする。


